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相談支援件数推移

電話 面接 メール 合計

＜令和 6年度 活動報告＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【令和 7年 3月 31日現在】 

年度ごとの相談件数をグラフにしたものです。 

令和 6年度は、電話相談が 749件、面接相談が 306件、メール相談が 625件、合計 1680件でした。 

令和 4年度以降、相談件数は著しく増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【令和 7年 3月 31日現在】 

年齢別新規相談件数（性被害のみ）のグラフです。 

令和 6年度は、18歳未満のこどもの被害は 30％以上、20歳未満の被害は 40％弱です。 

こどもや若年層の被害が多い傾向にあります。 

相談件数推移 

（性被害のみ） 
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直接支援件数推移

警察関連 裁判所関連 検察庁関連 弁護士関連

行政窓口付添 病院付添 支援金給付 その他

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【令和 7年 3月 31日現在】 

令和 5年度の直接支援は 202件、令和 6年度は 271件で、増加の一途をたどっています。 

病院付添の内訳は、産婦人科、精神科、小児科で、裁判支援、弁護士相談付添支援が増加しています。 

その他は、関係機関への付添、自宅や学校への訪問、生活支援などです。 

以上 


